
 今回の学校運営協議会では、前半に授業参観を行い、子どもたちの学習活動の様子を

観ていただきました。後半は令和７年度前期の教育活動や環境整備、家庭・地域連携に

ついての報告と話し合いをしました。また、最後には、地域連携・学習支援といった視

点から意見交換を行い委員の皆様からさまざまなご意見をいただくことができました。

地域とともにある学校づくりを進めていく上での貴重な会となりました。 

 第２回 学校運営協議会報告 

１ 開催日時 令和７年１０月３１日（金）午前９時３０分～午前１１時３０分 

 

２ 場  所 大里中学校会議室 

 

３ 出 席 者 １３名（１３名中１３名出席） 

 

４ 内  容 

（１）校長あいさつ                      

 

 （２）授業参観 

 

（３）今年度の取組の報告について  

      ① 前期教育活動について 

    ・ 学習面の取組、生活面の取組 

   ② 教育環境の整備について 

    ・ 今年度の環境整備状況、来年度に向けた備品・施設要望 

   ③ 家庭・地域連携について 

    ・ 外部講師への協力依頼、部活動指導員との連携 

    ・ 大里西地区まちづくりとの連携 

    ・ 地域への情報発信、学校公開日の設定 

・ ＰＴＡ活動 

５ 意見交換 

（１）校内除草活動について 

① まちづくりの一環として、地域と協力して除草活動を実施。 

② 参加者が徐々に増加し、将来的には伝統的な活動として定着させていきたい。 

③ 継続的な活動になるよう、PTA OB 会とも協力をしていく。 

  ④ 学校祭前の土曜日など、年度当初に日程を決定し、広報活動を強化していくと 

よい。 

⑤ 運営協議会発信で行うのであれば、協議会メンバーへの参加呼びかけを行うの 

が筋である。 

（２）地域活動への生徒の参加 

① こどもまつり、ふれあい文化祭などのボランティア活動を通じて、以下の力が 

育まれている 

・ 地域と共に取り組む力 

・ 自分たちで創り上げる力 

・ 場の雰囲気を読み取る力 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第３回学校運営協議会について           

  １ 開催日時 ３月１７日（火）        

  ２ 場  所 大里中学校会議室   

  ３ 議  題              

   ・ 学校運営基本方針の振り返り  

   ・ 学校評価の結果報告及び分析 

                        

② 「高齢者との集い」「幼稚園・保育園との連携」など、既存の枠にとらわれな 

い柔軟な参画の可能性を模索してほしい。 

③ 活動の始まりは「子ども（生徒）たちが楽しむこと」が目的だったが、現在は 

「（生徒が）参画している」ことが地域の喜びとなっている。 

④ 地域と学校が支え合うことで、地域の一体感が醸成されていく。 

⑤ 一部活動（例：あいさつ運動）が途絶えた事例もあるので、継続的な働きかけ 

をしていくことが重要である。 

（３）ふれあい文化祭について 

① 子どもたちからエネルギーをもらったという地域の声が多数。 

②  今後も継続が必要。 

③  生徒たちの参加から参画への意識の変化が見られる。 

④  日程の再考 

･  1 日目：子どもがステージに立つ → 保護者も来場し活気がある。 

･  2 日目：子どものステージがない → 活気不足。 

※ 里中祭の青春ステージ参加生徒に出演してもらうなどの工夫も必要。  

･  着ぐるみの使用時はアテンドを必ずつける。安全面からステージ上での活 

動は不可とする。 

（４）交通安全について 

① 道路交通法などのルール変更に伴い、交通安全教室での周知が必要。 

② 厳しい指導も学びにつながる。 

③ 正解はないが、子どもが安全に登校できるよう継続的な取り組みを期待する。 

④ 地域とのつながりにより、地域住民からの声かけ（注意喚起）が増えることが 

望ましい。 

（５）その他の意見 

①  校内の工事に伴い、きれいな場所をきれいなまま保つ生徒への意識づけが必

要。 

※「次の人のためにも、きれいに使わなきゃ」という行動につながる。 

 



                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 


